
排外主義とどう闘うのか 

 さて、そんな排外主義に対してどう

闘っていくのかを述べたいと思います。 

 第2次世界大戦以降、人権に関するさま

ざまな前進･進歩があったということが大

事です。1948年の｢世界人権宣言｣は、す

べての人民と国が達成すべき基本的人権

についての宣言です。｢すべての人は、人

種、皮膚の色、性、言語、宗教、政治上

その他の意見、国民的もしくは社会的出

身、財産、門地その他の地位、またはこ

れに類するいかなる事由による差別をも

受けることなく、この宣言に掲げるすべ

ての権利と自由とを享有することができ

る｣ということが高らかに宣言されていま

す。また、｢すべて人は、各国の境界内に

おいて、自由に移転及び居住する権利を

有する｣｢すべて人は、自国その他いずれ

の国をも立ち去り、及び自国に帰る権利

を有する｣｢すべて人は、迫害を逃れるた

め、他国に避難することを求め、かつ、

避難する権利を有する｣とあります。こう

いう人権宣言が1943年にできました。 

 1951年には｢難民の地位に関する条約｣

が発効し、日本も1981年に加入して、翌

年適用されることになりました。｢人種差

別撤廃条約｣にも日本は加入しています。 

 日本共産党の綱領では、第2次世界大戦

以降の世界について、以下のように述べ

ています。 

 ｢20世紀中頃につくられた国際的な人権

保障の基準を土台に、女性、子ども、障

害者、少数者、移住労働者、先住民など

への差別をなくし、その尊厳を保障する

国際規範が発展している。｣ 

 排外主義については、実は第27回党大

会（2017年1月）決議で次のように触れら

れています。 

 ｢ヨーロッパでは、グローバル資本主義

の暴走と、深刻な経済危機のもとで、移

民排斥を主張する右翼排外主義の潮流の

台頭という事態も起こっており、社会進

歩か逆行かの重大な岐路に立っているこ

とも重視しなくてはならない。｣ 

 日本社会の根本問題である格差とか貧

困とかの問題を外国人の問題にすり替え

るのが排外主義であるという見方を、も

うすでに私たちはしていたということも

知っていただけたらと思っています。 

 総括質疑で上野議員は、｢通年観光｣｢地域

独自の予算事業｣｢多世代交流プレイス｣｢給

食費無償化｣など、特に重要な提案につい

て、その基本的な姿勢をただしました。 

通年観光は大きく見直し 

 観光については、｢Meet Japan in joetsuと

しているが、当市の何を日本らしさとして

打ち出し、どんな観光資源を磨き上げてい

くのか、通年観光計画など従来の方針との

関係性も踏まえて聞きたい｣とただしまし

た。 

 これに対して市長は、｢普段の暮らしそ

のものが日本らしさの体現と捉えてお

り、多様な資源が全市各地にあるが、そ

れらを一つのまちで体感できることが大

きな魅力であると考えている。通年観光

については、市の主要計画を検討する中

で、各事業の効果を見極め、必要性を判

断していきたい｣と答え、通年観光を大き

く見直すことを示唆しました。 

地域独自の予算事業も 

 ｢地域独自の予算事業｣について上野議

員は、｢どのような基本的方針で臨むの

か｣とまっすぐにただしました。 

 これに対して市長は、｢来年度分は市長

就任時点ですでに取りまとめが行われて

いたことから、現行通り予算を計上した

が、今後は様々な課題の解消が急務であ

ると考えている。財源支援制度は2027年

度から新たな制度へ移行したい｣と答え、

全面見直しをすることを示唆しました。 

給食費無償化は国しだい 

 この春からの小学校の給食費無償化に

ついて上野議員は、｢中学校についても検

討したのか。また、この無償化は永続的

なものと考えているのか｣と、教育長にた

だしました。 

 教育長は、｢中学校の無償化は財源の確

保が困難なので見送りとしたが、国には

実現を働きかけていく。また、小中学校

の給食費の無償化は、市の負担では永続

的な実施は難しく、国の支援がないと実

施は困難である。そこで、国の責任にお

いて持続的に取り組むべきであることを

訴えていきたい｣と答えました。独自に無

償化を行ってきた多くの自治体と比べ

て、かなり消極的な姿勢であると言わざ

るを得ません。 
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